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京都大学埋蔵文化財研究センター要項

第 l条京都大学に埋蔵文化財研究センター（以下「センターJという。〉を置く。

第 2条 センターは，京都大学敷地内の埋蔵文化財についての調査研究及びその保存のため必要な業

務:a:行う。
第3条セγターにセンター長を置く。

2 センター長は，京都大学の専任の教授をもって充てる。

3 センター長の任期は， 2年とし再任を妨げない。

4 センター長は，センターの所務を掌理する。

第4条 センターに，必要に応じて，助教授，助手その他の職員を置く。

第5条 センターに，調査研究及び保存に関する業務を処理するため，研究部を置く。

2 研究部に主任を置き，前条の教官をもって充てる。

3 主任は，研究部の業務をつかさどる。

第6条 センターにセンターの事業に関する基本的計回，人事その他管理運営に関する重要事項を審

議するため，運営協議会を置く。

2 運営協議会は，次の各号に掲げる委員で組織する。

(!) センター長

(2) センターの研究部の主任

(3 ）前 2号以外の学識経験者のうちから総長の委嘱した者若干名

(4) 事務局長及び施設部長

3 センター長は，運営協議会を招集し，議長となる。

4 前各項に規定するもののほか，運営協議会の運営に関し必要な事項は，運営協議会が定める。

第 7条 この要項に定めるもののほか，センターの組織及び運営に関し必要な事項はセンター長が定

める。

センター長西川幸治（工学部教授） 運営協議会委員榊原郁夫（施設部長）

運営協議会委員小野山節（文学部教授） 研究部主任清水芳裕（文学部助手）

イ少 慮地利明（文学部教授） 研究部研究員五十川伸矢（文学部助手）

今 川又良也（法学部教授〉 dシ 浜崎一志（工学部助手〉

今 上田正昭（教養部教授〉 今 宮本一夫（文学部助手〉

イ少 足利健亮（教養部教授） 。 難波洋三（文学部助手）

/,, 東村武信（原子炉実験所教授） イシ 千葉 豊（文学部助手）

ィP 鎌田元一（文学部助教授） // 西川｜恵美子（施設部教務補佐員）

今 山中一郎（文学部助教授） 事 務 室竹内善隆（施設部事務官）

今 石田志朗（理学部助教授） ク 中村美代（施設部事務補佐員）

ク 林 昭三（木材研究所助教授〉 今 菅原令子（施設部事務補佐員）

/,, 清水芳裕（文学部助手） 。 辰巳ゆかり（施設部事務祷佐員）

。 石井久夫（事務局長）
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京都大学構内遺跡調査会規約

第 l条 ζの会は，京都大学構内遺跡調査会（以下「調査会」という。）と称し，京都大学の委託によ

り同大学構内におげる建築物新営工事等に伴い必要な敷地内の遺跡調査な行うことを目的と

する。

第2条調査会は，事務所を京都市左京区北白川西町財団法人阪本奨学会内に置く。

第 3条調査会は，第 l条の目的を達成するために次の事業を行う。

(1）京都大学の委託により行う当該敷地内の埋蔵文化財についての発掘調査

(2 ）前号の調査により出土した埋蔵文化財の保存，管理に関する事項の審議

(3 ）埋蔵文化財の調査に関する発掘調査概要報告書の作成

(4) その他必要とする事項

第4条調査会に次の役員を置く。

(1) 会長 1名

(2 ）委員

イ 京都大学の学識経験者若干名

戸 新営工事等の敷地の属する京都大学の部局の長または部局附属施設の長

ハ 新営工事等の敷地の所在する地域の文化財保護行政当局の推薦する者若干名

(3 ）監事若干名

2 会長は，前項 2号イの委員の推薦する者とする。

3 会長の任期は 2年とし，再任を妨げなし、。

4 委員及び監事は，会長が委嘱する。

5 第 I項第 2号ロ及びハの委員は，当該敷地内の遺跡調査に関する委員としての任務が終わっ

たときは，退任する。

第5条会長は，調査会を代表し，業務を総括する。

2 委員は，委員会を構成し，委員会の議決に基づく業務を執行する。

3 監事は，調査会の会計を監査する。

第6条委員会は，会長及び委員をもって組織する。

2 委員会は，会長が招集し，議長となる。

3 委員会は，新営工事等の敷地が京都市以外の地域にある場合で，必要と認めたときは，部会

を置くことができる。

第7条第3条の発掘調査の実施に当たるため，調査会に調査班を置く。

2 調査班は，調査班長，調査員及び調査補助員をもって組織する。

3 調査班長は，委員会の議に基づき会長が委嘱する。

4 調査員及び調査補助員は，調査班長の推薦により会長が委嘱する。

第8条調査会の事務を処理するため，調査会に事務局を置く。

2 事務局に職員若干名を置く。

3 職負は，会長が任免する。

第9条調査会の経費は，京都大学から支出される調査委託費をもって充てる。

第10 条調査会は， 4 月 1 日に始まる年度ごとに，事業報告書及び収支決算書を作成し，監事の監査

を経て，年度終了後3ヶ月以内に委員会の承認を受けるものとする。

第ll条 この規約に定めるもののほか，調査会の運営に関し必要な事項は，会長が定める。
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調査委員会

2三日〉 長 久馬一間（農学部教授）

委 員 小野山節（文学部教授） 山中一郎（文学部助教授〉

大山喬平（文学部教授） 石田志朗（理学部助教授〕

亀井節夫（理学部教授） 西村 進（理学部助教授）

川上 貢（工学部教授〉 上野陽里（原子炉実験所教授）

西川幸治（工学部教授） 清水芳裕（文学部助手）

足利健亮（教養部教授〉 建本信雄（事務局庶務部長）

規約第 4条 1項（2）ロ

藤原元治（放射性同位元素総合センター長〉

神野 博（工学部長〉 岩井 保（農学部長）

規約第4条 l項（2）ハ

I良貝 毅（京都市埋蔵文化財調査センタ一所長）

泉 拓良（奈良大学助教授）

事監 南 芳美（施設部企画課長〉

山本 清（農学部事務長）

上回 照夫（放射性同位元素総合センター

事務掛長〉

岸本弘三（工学部経理課長）

事務局

事務局員 竹内善隆（施設部事務官） 松本一代（調査会事務長）

調査班

調査班長・主任

調査員

調査補助員

作業員

清水芳裕，五十川伸矢，浜崎一志，宮本一夫，難波洋三，千葉 工＂／，；：，

西川恵美子

竹村恵二，福勢千鶴子，家根祥多

上野京子，小野晶子，大山和彦，加茂友基，小林俊一，杉本喜仁，

竹内洋子，辰巳ゆかり，谷 美之，谷口由利子，中村あかね，中村直弘，

早瀬貴代，藤田良美，村田悦子，吉田 広

五十棲彰雄，右川 清， i字国博文，木村謙次，河野佳子，古前健次，

越本梅男，鈴木 功，西村邦夫，橋本庄次，橋本俊夫，長谷川智造，

長谷川秀実，福田文治，三谷正三，安田秀男，吉本謙吉
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医学部構内A L20 区整理調査班

所在地 京都市左京区吉田橘町

工事名 放射性同位元素総合センター

有機廃液処理設備室新営

調査期間 1987 年 2 月 2 日～

1987 年 5 月31 日

面積 331 nf 

班長・主任浜崎一志，難波洋三

調査員 2名

調査補佐員 3名

北部構内B D33 区発掘・整理調査班

所在地 京都市左京区北白川追分町

工事名 農学部総合館東棟（第E期）新蛍

調査期間 1987 年 5月初日～

1988 年 3 月31 日

面積 618nf 

班長・主任浜崎一志，難波洋三

調査員 2 名

調査補助員 4名

作業員 8名

本部構内AW27 区発掘調査班

所在地 京都市左京区吉田本町

工事名 工学部電気系学科校舎新営

調査期間 1987 年 11月 16 日～ 1988 年 3 月31S

面積 1604m' 

班長・主任五十川伸矢，千葉豊

調査員 3人

調査補助員 6人

作業員 8人

北部グランド改修工事試掘調査

所在地 京都市左京区北白川追分町

調査期間 1987 年 9 月 l 日～同 9 月14 日

商積 16m' 

担当者 清水芳裕

理学部動植物学教室新営試掘調査

所在地 京都市左京区北白川追分町

調査期間 1988 年 3 月16 日～同 4 月 8 日

面積 12m' 

担当者 清水芳裕

京都大学構内遺跡の調査体制

京都大学埋蔵文化財研究センター

調査班長

調査主任

調査委員会
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表4 京都大学構内遺跡のおもな調査

（地点は図版 1を参照，文献中団」は副
大理文研， 「鵡」は京大調査会をさす。／

年度 l書室芝地点担当者（鶴間違
1923 I農学部 I1・2 演出耕作表採・｜ ｜ 

｜ 試掘

削｜農学部；不明 l藤本理三郎［

｜島国貞彦，｜発掘
！水野清ーほかl

l梅原末治l発 掘 ［

l梅原末治｜ ｜ ｜ 

1973 

1975 

｜農学部・ s I羽館

｜農学部 4 石田

｜農学部 i 5 I 

l大阪府
！安満｜

追分地蔵！ 6 

｜教養部 i 7 

§~: 8 

f－.学部＇ 10 I中村

11 ｜中村

易！採集｜

志朗｜採集

｜採集 l

l拙議開発掘：I一塁の溝 l警告土器［高齢.i！審議
I l一一一ーで一一一一← I I 「一一一一一

！石田志朗 l事前発掘f 600] 弥生土器， i石田・
！中村徹也 1 i ' 石器 中村72 i 

！藤岡謙二郎｜工事中採｜ ｜ ！縄文土器｛藤岡73I 
｜集・実測 I I I 

品 開 発 掘Iisl瓦 溜｜縄文土器，日干有志工
I I I l瓦（平安） i 

徹也｜事前発掘l印ol ｜縄文土器， ｜中柿3
土師器 ｜ 

徹 也 討 証 401 ｜縄文土器 l 「－
徹也事前発掘1400 ］望書警富｜縄文土器｜昨日b,I主審議長

i 石遺構 i l部， Jーームー些室

12 ！中村徹也事前発掘］ soo: ｜縄文土器｜中村74 a 

1s I中村徹也｜事前発掘］ soo! ｜縄文土器｜中矧5i

14 I小野山節開発掘17501 ~鵬，瓦， l,J蜘・ i
｜中村徹也 l i i 陶磁器 中村76 I 

15 I '* 臨時前発掘I9001 縄文晩期｜縄文土器， 同n I 

｜ ｜ l 土壌纂 ｜土師誌瓦｜ ｜ 

19 j向田保良！事前発掘＇ 2刈I詰，；， 1 高襲警瓦，｜理店’J
｜土器溜

29 I吉野治雄（保存（ I i ｜調77 ｜ 暫 ・ 臨
: I iの移築復原

l大阪府
｜安満

｜大阪府阿｜
l武山古墳 1

1935 北白川
小倉町

1929 

1934 

1956 

1971 

1972 

1974 

（植物園l
｜農学部｜

｜；農学部｝

｜教養部｜

中村

l中村

構 l 遺 物 ｜ 文 献 備

梅原23, I 

島田24 I 

考

縄文土器，
i石器

石 棒｜横山・
佐原60 i 

島田・水
野ほか29

玉梅おじ

｜梅原35

｜弥生土器

乾漆棺，
l 飾枕

｜縄文土器，
石器

縄文土器｜

弥生土器｜埋79 I 

石 棒！ ｜ 

1976 ｜農学部 i
' B E33 区｜

｜病院｜
I AE15 区 l

｜植物園
' BD35 区 l
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京都大学構内遺跡調査要項

和歌山県 l i丹羽
｜瀬 戸 ｜ 

1977 I病堕 I 39 I唖
! A F141 え｜ ｜宇野

｜医学部 I 41 泉
IAO駆｜ 吉野

年度（書室芝：地点（担当者遺諮問遺構i遺物文献備考

ゆ76 病 院！ 34 泉 拓良事前発掘 200 近世溝，
AHl7 区 l : 井戸，集

I . 石

佑一事前発掘.300. 縄文時代｜縄文土器， 埋78 a 

f 苧号」人骨 一
保良事前発掘iaool古代護岸，｜土師器，瓦， 埋1aa,I 

隆夫 ！中世溝， ｜陶磁器 埋81 a ! 

井戸 ｜ ｜ ！ 
拓良 l事前発掘 1200 ，中世議， ｜土師器，瓦p l埋79
治雄 ｜ ｜土器溜， ｜陶磁器

｜ ｜井戸 !1 ! I. 

1978 理学部 54 ！岡田保良｜事前発掘： 5001 弥生中期｜弥生土器， ｜埋79 火葬塚と方
B E29 区 ｜宇野隆夫 i ！ 方形周溝｜こと師器，瓦 i 形周溝墓を

吉野治雄 ｜ ！墓，中世｜ 現地保存
｜ ｜火葬塚 ｜ 

泉 拓良｜事前発掘 1001 古代土坑， l 縄文土器， 埋79
宇野隆夫｜ i ｜溝 i土師器 ! I 

泉 拓良事前発掘I650 縄文晩期縄文土器｜埋80 i 

宇野隆夫 ! l埋没林 ｜ l 埋s5 I 

岡田保良事前発掘isool近世白JI I i陶磁器，土；埋80
吉野治雄 i i ｜道 ｜師器，銭貨 i ｜ 

清水芳裕事前発掘12776 ＇中世井戸，土師器，瓦，｜；埋 81b
五十川伸矢 ｜溝，土器 陶磁器，旧
吉野治雄 i : ｜溜 ！石器

｜五十川伸矢｜事前発掘11 40 ＜奈良後期 i土師器，須｜埋W l l竪穴住居跡
I l 竪穴住居，｜恵器，白磁｜ ｜を現地保存
' ｜中世土繍｜ ｜ 

｜墓，近世｜ ｜ 

; I 1道路 ｜ ｜ 

89 泉 拓良 i事前発掘 115 ；近世道路，｜土師器，近｜埋81b
｜ 掘 世陶磁器

土師器，瓦 l 埋78 a , 

1980 

n
U
 

G
d
 

部
区
一
部
区

拘，，一

n
M
U

q
－
一

nFゐ

T

一

X

本
A

一
本
A

l泉 拓良事関11120' 世自Jfl
五十岬矢 ｜ 毒，中世
浜崎一法 土器溜，

義戸，建

；「掘＼1468li清水芳裕 I 後期水銘，i 石斧，
五十川伸矢 ｜ 土坑，中：瓦器，陶磁
浜崎一志 i 世土器溜 1器
吉野治雄 i ' 

91 ；吉野治雄事前発掘I1121 中世井戸，｜土師器，瓦｜埋.83
｜ ｜ ｜ ｜土墳墓 ｜器，陶磁器｜

清水芳裕｜立 合ll流路，中 l土師器，丸 l埋83
I I I ｜栓土器溜 i瓦

。。埋瓦
銅
、
h
員

器
拡
地
制

師
磁
＠
製

土
陶
鍛
磨

府

月

一

部

区一

l

都

一

養

ω

京

美

一

教

A

l立合調査中
！に遺跡発
i見，工事を
｜中断し発掘
｜調査

l本部 1, 98 
1実験排水

l遺構実測
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京都大学構内遺跡調査要項

｜遺跡名 i ｜調査の出積｜ I j 

年度！調査名｜地点 l担当者種類（m'）＇遺構遺物文献｜備考

理 学部 i !09 ！泉 拓良事前発掘i272i 古代建物土師器5瓦，い埋，83 I 

BD30 区 J 1浜崎一志｜ ｜ ｜近世鴎’｜陶磁器 〓1
1 和歌山県 ；泉 師事前発掘lisoo ！弥生土品 l 縄文土器， 埋 8ト
瀬 戸 i ｜清水芳裕 i ： 弥生配石，硬玉管玉， ｜ ｜ 

I ！五十JI
（一浜l奇で l土坑！製日二

本 部 l 110 I浜崎一志｜事前発掘I 34 ！中世土器｜土師器，瓦，｜埋s3 I 

AX28 区｜ ｜ （ ｜ 溜 ｜陶磁器，硯

｜教養部 II 川五十川伸矢｜事前発酌7161 古墳’ h縄文土器’ l埋84 ｜雑踏遺

A P22 ｜飛野博文 J I l鑓伊良憲幸子±I ，~現地保
｜ ｜ i中世門， ｜師器，鋳型，｜ ｜ 

一一二 ! j ；溝，墓 ｜溶解炉 ｜ 」
京都市｜ ！ ！分布調査｜ ｜ ｜縄文土器， I j窪田

｜本 山｜ ｜ ｜緑紬陶器，｜

L一一一l i ー i 一一灰勅陶器 : 

19s2 I京都府 l 泉 拓良！試 掘 201 中世土器｜縄文土拡｜埋84 I 
｜中海道 ! : 1溜 ｜土師器 ｜ ｜ 

｜病 院 I 122 i清水芳裕事前発掘11028 ！中世井戸，｜土師器，瓦｜埋.84
A Fl5 区 l ｜浜崎一志｜ ｜ l 溝，土坑｜器，白磁 ｜ 

｜農学部 I 123 i踏芳裕 i事前発掘｜引縄文住居縄文土抵 l壊84
B F33 区 浜・一志 I I i坊，中世土師器 ｜ 

I I i一一一一ll土坑 ！ 和歌山県 l ｜泉 拓良事前発掘j 297 古代製塩｜縄文土拡
戸｜ , I , ｜炉 ！弥生土器）I--'-' I ! i製 日 ｜ 

本 部 I 124 I泉 拓良｜事前発掘！ 8901 中世濠，｜土師器，瓦｜埋86

1土竺竺J____I飛野博文l （」竺竺一空型的

農学部 1 125 i 泉 拓良｜事前発掘I8031 中世・近世土師器，瓦， l 淫l86
j B E33 区｜ ｜飛野博文 l ｜ ｜水田，溝｜陶磁器

1983 i日産 I 13/i I十JII 穣｜事前発射 863 ！壊す長官官ι埋86 1. 

i昔31f I 135: ~水芳裕｜事前発掘i 吋文埋没｜縄文土器 目87
l 五十川伸矢 ' 林，古代 土陶器，緑 l

I I I I ！・中世溝 i粕陶器 ｜ ｜ 

1984 ＇，病 院 I 141 I浜崎一志 i事前発掘 863 ，近世池， ｜縄文土器， ｜埋87 i 

j A F  19 戸 市一 夫｜ i j井戸，野査型竺－ ; ! 

病 院 I 142 I清水芳裕｜事前発掘I2601 中世土坑，｜土師器， i 埋87
;AJ阻 ｜浜崎一志｜ ｜ l 脱却近世陶磁器｜ ｜ 

｜医学部｜ 143 1，五十川伸矢 l事前発掘＇， 1920i 中世井戸，土師器， J 埋88 I 

: ANl8 区 ｜宮本一夫 l ｜ ｜土取り穴也｜瓦器，鋳型｜ ' 
｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜中世党鐘｜ ! I 

I ! ' I I i鋳造遺構 i ! 

跡
存
一
一
炉
存

居
保
一
塩
保

住

地

一

製

築

文
現
一
代
移

縄
を
一
古
を

埋
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度｜謁日制｜担当者［望号（間違十
1985 ！北 部 153 清水芳裕｜事前発掘＇ 6241 古代議，建 i 弥生土器， I 埋88

｜宮本一夫 l i 物跡，土坑｜土師恭，須｜
' 近世溝 ｜恵器 ｜ 

154 I，清水芳裕 i事前発掘142 吋中世井戸，｜土師器，近 l埋89 '1 

｜浜崎一志（ I 近世土取戸陶磁器 ｜ 
菱田哲郎 ｜ iり穴 I : I 

｜病 院 I 1ss ！五十川伸矢｜事前発掘'3ooor
A ］昭｜ ｜宮本一夫 i I 

1986 I教養部 151 I清水芳裕事前発掘！ 5991 中世・近｜土師器，近｜埋89
｜宮本一夫 ｜世溝 ｜世陶磁器
l 難波洋三｜ ｜ 

168 I清水芳裕；事前発掘1 330 ！古代土坑，｜土師器，
｜難波洋三！ ； l中世道路（陶磁器

159 I浜崎一志｜事前発掘！ 331 ＇近世土取｜土師器，
｜難波洋三 i I j 穴 ｜陶磁器

1987 i北 部！ 180 I浜崎一志 l事前発掘削｜縄文晩期｜縄文土器， ｜第 3章｜
難波洋三 l 土玩 i土師器，陶 i, 

｜ ｜磁器 ! 

181 五十川伸矢田前発掘11 叫中世土坑，｜土師器，近｜ ；発掘中
千葉 支｜ ｜ 近世道路 世淘磁器

182 清水芳裕 i試 掘I 16 ＇，包含層 ｜土師器，須 l第 l章｜

｜ ； ｜恵器 ｜ 

183 i清水芳裕試 掘l 12' 包含層 ｜土師器，須｜ l発 掘 中
I , 恵器 ｜ ｜ 

一一両瓦ι一五二言語~百由主1瓦｜一一（一
｜ ｜ ｜ l磁器 ｜ 

…浜崎一志｜立 合ll近世野査｜近世陶磁器 l
186 ！千葉 長！立 合！ ［縄文河JII ＇；縄文土器 I 

川浜崎一志 1立 合［ ｜ 

:c：~三三日近世堀
合｜｜

考備隊l文物遺

京都大学構内遺跡調査要項

年

第 2章

埋89

本部
AT25 区

本部
A U24 区

｜遺跡なし
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